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こうほう
博物館

◎町民会館ミニギャラリー
　9月　水墨画クラブ
　10月　涼風生花クラブ

◎文化会館ロビー展
　9月　横芝写真クラブ
　10月　アートクレイクラフトクラブ

◎サビア展
　9月　短歌会
　10月　アート押し花クラブ　

◎銚子商工信用組合展
　9月　絵手紙ひかりの詩
　10月　華舟会
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小
川
台
隆
台
寺
を
訪
れ
た
と

き
の
こ
と
で
あ
る
が
、
山
門
を

く
ぐ
っ
て
左
側
を
見
る
と
、
苔

む
し
た
変
わ
っ
た
石
仏
を
目
に

し
た
。
像
は
50
㎝
ほ
ど
の
背
丈

で
、
よ
く
見
る
と
像
の
下
の
四

角
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台
座
の
正
面
に
、「
宝
暦

六（
一
七
五
六
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日
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と
彫
ら
れ
て
あ
り
、
十
九
夜
塔

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

以
前
に
も
一
度
紹
介
し
た
こ

と
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あ
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え
ば
、
町
内
に
も
多
数
存
在
し
、
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多
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は
長
方

形
の
石
に
、
如
意

輪
観
音
坐
像
を
浮
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に
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た
も
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。
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台
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ち
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で
丸
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り
で
あ
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。
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付
く
右
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。

　

町
内
に
は
多
く
の
石
仏
が
あ

る
が
、
こ
う
し
た
珍
し
い
像
容

の
石
仏
も
大
事
に
し
て
い
き
た

い
も
の
で
あ
る
。
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